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日々の観察記録を用いたシギ・チドリ類の渡来時期の分析

～東京港野鳥公園における観察記録から～

小林豊・林英子

日本野鳥の会サンクチユアリセンター．〒143-0001東京都大田区東海3-1東京港野鳥公園

はじめに

シギ・チドリ類が渡来する日本の干潟の多くが開発で失われたり，または失われようとし

ている．このようななかシギ・チドリ類の渡来状況についての知見を蓄禰していくことは，

シギ・チドリ類の保護や干潟の保全を進めていく上で，必要なことと考える．しかし，シ

ギ・チドリ類の渡来状況についての報告はこれまでにいくつかあるが（石川・桑原1983，黒

沢1986，渡辺1991)，その報告数は多くない．その背景には，シギ・チドリ類の渡来状況を

正確に把握するためには，渡来期中に毎日個体数調査を行なうか，あるいは少なくとも週に

数回の個体数調査を行なう必要があり，このような調査を経年的に渡来期間中継続するのは

相当な労力が必要であることが考えられる．特に干潟のシギ・チドリ類の場合は，潮汐よっ

て調査に最適な時間帯が毎日変化するため，個体数を正確に把握するためにはさらに多くの

努力が必要と思われる．

一方，その日に観察できた種を記録するだけの調査であれば，個体数調査に比べて少ない

労力で継続することが可能であると考えられる．本論文の調査地である都立東京港野鳥公園

(以後，野鳥公園）では，開園以来８年間に渡って，開園日毎にこのような調査を行ない観

察した種を記録している．野鳥公園のような自然観察施設の多くでは，同じように観察記録

が蓄槙されていると思われ，また個人でも各地で観察記録の蓄積をされている人は多いと思

われる．本論文では，このような観察記録の分析によってシギ・チドリ類の渡来状況につい

て何らかの知見が得られるのではないかという考えから，個体数データのない日々の観察記

録について分析を行なったのでその結果を報告する．

調査地

野鳥公園は，東京都の南東部に位置し，東経35.35,,北緯136.41,である．1963年から

1999年２月６日受理

キーワード：シギ・チドリ類，東京港鰯烏公園，渡来時期分析，日々の観察記録



7０

1972年にかけて埋立てられた埋立地に，1989年に造成された．総面稲は24.3haで，園内に

は干潟，汽水池，淡水池，ヨシ原，樹林地などの環境が人工的に復元されており，1998年３

月までに189種の鳥類が記録されている（日本野鳥の会1998)．このうちシギ・チドリ類は，

チドリ科9種，シギ科32種である．また，これらのシギ・チドリ類の個体数については，野
‘、？

‘鳥公園の造成前より調査が行なわれている（川島1997)．

野鳥公園でシギ・チドリ類が利用する場所は，潮入りの池とよばれる汽水池の内陸干潟

と公園の外周部に位置し運河に面した前浜干潟の２つの干潟と，淡水泥湿地の計３か所で

ある．このうち淡水泥湿地は，満潮時の休憩場所としての利用と淡水性シギ・チドリ類の

利用が中心である．前浜干潟は，面積が狭いため利用種数，個体数ともに少なく，また内

陸干潟と出現種が重複している．したがって，調査は，おもに潮入りの池の内陸干潟で行

なわれた．

潮入りの池の内陸干潟は，砂泥質の人工干潟で，面種は2.7ha程度である（川島1997)．

この干潟では，これまでに47種の大型底生動物が確認されており（日本野鳥の会1998)，ゴ

カイ．小型カニ類の生息密度は，東京湾内の他の干潟に比べて高いことが報告されている

(森田ほか1997)．潮入りの池は，北東端と南端にそれぞれ幅約３ｍの水門があり，外の運

河と通じている．潮汐による海水の出入りはこの水門を通じてのみであり，そのため潮入り

の池では東京港の満潮，干潮よりそれぞれ１～２時間程度遅れる．また，水門の最底部は，

大潮干潮時で最も引いたときの東京港の潮位よりおよそ60ｃｍほど高い位置にある．そのた

め，潮入りの池の潮位差は小さく，1997年４～５月で最大57ｃｍ，最小12ｃｍ，同８～９月で

は最大106ｃｍ，最小29ｃｍであった（日本野鳥の会1998)．

調査方法

1.分析の対象

野鳥公園では，開園日毎に園内でその日に観察できた鳥種を記録している．１日の観察時

間は，原則として９時から17時までの８時間であるが，その間常に観察していたわけではな

い．このように得られた記録の中から，春期については1991年から1997年まで，秋期につ

いては1990年から1997年までを分析の対象とした．

対象とした種は，野鳥公園で確認されているシギ・チドリ類のうち，毎年渡来し出現日数

が多いメダイチドリｃﾙα””蛎沈0“ﾉ蛎，ムナグロ〃””ﾉis〃ﾉ”，キョウジョシギＡ”"αｿﾋｚ

伽彪ゆ恋，トウネンαﾉjij7fs7灘/沈0"is，ハマシギＣａ伽"α，アオアシシギ71噸g江鈍e”ﾉαがα，

キアシシギＨ”りsce“b"抑es，ソリハシシギ雄"1zsci"舵2us，オグロシギL”0sαｊ”OsZzの９

種とした．このうち，メダイチドリ，キョウジョシギ，キアシシギ，アオアシシギの４種は

春，秋の両方の渡来期を対象とした．ムナグロ，ソリハシシギ，オグロシギの３種は，春期

は渡来しない年があるため秋期のみを対象とした．トウネンとハマシギについては，秋期に

は渡来しない年があるため春期のみを対象とした．
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2.分析方法

初認日はその渡来期中の最初にそれぞれの種を観察した日，終認日はその渡来期中の最後に

観察した日とした.観察記録が１か月以上途切れた場合に,春と秋の渡来期を区分した．観察

記録の途切れがｌか月未満の場合は,越夏または越冬をしていると定義し，初終認日を特定し

なかった．全出現日数は,初認日から終認日までのあいだの観察記録のある日数とした．この

ように求めた初終認日，全出現日数について,経年変化の有無と各平均値の変動を分析した．

次に，初認から終認に至る渡来期中に，出現する日としない日が断続的にくり返される時

期と毎日連続して出現する時期があることに着目し，毎日連続して出現する時期が渡来期の

中心である可能性が高いと考え，連続出現期間を求めた．連続出現期間と断続的な出現期間

を区別する条件は観察記録が６日間以上連続することとし，６日以上であれば連続出現期間，

６日未満であれば断続的な出現期間とした．基準を６日間とした理由は，野鳥公園では週に

１回休園日があるためである．また，連続出現期間が途切れるのは２日以上連続して観察記

録がない場合とし，１日だけ観察記録が無い場合は連続出現期間が続いているものとした．

これは，対象種が出現したかどうかに関わらず休園日には観察記録がないことと，野鳥公園

における筆者らのこれまでの観察から，渡来期であっても潮汐の時間と潮位の関係により観

察時間内には対象種が出現しない日があるためである．連続出現期間が渡来期中に複数ある

場合は，最も長く続いているものがその渡来期の中心である可能性がより高いと考え，一番

長いものを連続出現期間とし，その他は断続的な出現期間とした．ただし，３日以下の日数

を挟んで連続出現期間が接している場合，前後の連続出現期間は一連のものである可能性が

高いと考え，あいだの観察記録がない日も含めて一つの連続出現期間とした．基準を３日間

としたのは，以下の理由による．潮汐の時間と潮位は日々変わっていくので，潮汐の関係で

対象種が出現しない日があるが，そのような日が２日間続くとは考えにくい．しかし２日間続

くことはないという確証がないため，潮汐により対象種が出現しないのは最大２日間までと仮

定し，その２日間に休園日が続いた場合を想定して３日間としたものである．

このように求めた連続出現期間の最初の日と最後の日を，それぞれ初日と最終日とし，そ

の間の日数を連続出現日数とした．この初日，最終日，連続出現日数について，経年変化の

有無と各平均値の変動，および初終認日や全出現日数との関係を分析した．

結果と考察

1.経年変化

初終認日の経年変化では，トウネン，ムナグロ，キアシシギ，ソリハシシギの４種に有意

な相関があった（表1)．このうち，春期においては，トウネンで初認日が年を経るごとに遅

くなる傾向が，キアシシギでは終認日が年を経るごとに早くなる傾向があった（図１)．また

秋期においては，ムナグロで初認日が年を経るごとに早くなる傾向が，ソリハシシギでは終

認日が年を経るごとに遅くなる傾向があった（図２)．初終認日が両方とも経年変化してい

る種はなかった．
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表1．直線回帰分析による各種の渡りに関する変数と年の関係．数値は相関係数Ｒ，（Ｎ数）．
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初日，最終日の経年変化では．ハマシギ，アオアシシギ，オグロシギの３種に有意な相関

があった（表1)．このうち，春期においては，ハマシギで初日が年を経るごとに遅くなる傾

向が，アオアシシギでは初日が年を経るごとに早くなる傾向があった（図1)．また秋期にお

いては，オグロシギで最終日が年を経るごとに遅くなる傾向があった（図2)．初日，最終日

の両方が経年変化している種はなかった．

初終認日と初日，最終日の関係については，初終認日が経年変化していた４種とも初日，

最終日の経年変化はなく，また初日，最終日が経年変化していた３種では，初終認日の経年

変化はなかったことから，初終認日の経年変化と初日，最終日の経年変化の間には関係がな

いと考えられた（表１)．

出現日数の経年変化では，アオアシシギ，ソリハシシギ，オグロシギの３種で有意な相

関があった（表１)．このうち，春期については，アオアシシギで全出現日数と連続出現

日数がそれぞれ年を経るごとに増加する傾向があった（図１)．秋期においては，ソリハ

シシギで全出現日数と連続出現日数がそれぞれ年を経るごとに増加する傾向があった（図

2)．また，オグロシギで連続出現日数が年を経るごとに増加する傾向があった（図２)．

これらのことから，全出現日数が経年変化する場合は連続出現日数も同様の傾向で経年
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な回帰式が得られた種．
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変化するが，連続出現日数の経年変化は必ずしも全出現日数の経年変化を伴なわないと

考えられた（表１)．

以上より，日々の観察記録に基づいた初終認日や全出現日数を分析した結果，これらが経

年変化している種があることがわかった．また，連続出現期間という別の変数を分析しても

経年変化している種があり，これらは初終認日が経年変化していた種とは別の種であること

がわかった．

2.春期と秋期の比較

初終認日，初日，最終日の各平均値については，春期の方が秋期に比べて変動の小さい

種が多く，特に終認日，最終日でその傾向が強かった（表２)．また，いずれの種も春期

の初認日や初日の変動に対し終認日や最終日が変動するような有意な相関は認められなか

った（表１)．春の渡りでは，繁殖地の気象や餌条件によって繁殖地に到着する期限に制

約のあることが指摘されている（Warnock＆Bishopl998)．また，繁殖を開始する時期

が繁殖成功率に影響することが多くの鳥類で確かめられている（たとえばPerrins＆

Birkheadl983，Gauthierl989，Verhulst＆Tinbergenl991，Spear＆Nurl994)．したが

図２．秋期の渡りに関する変数と年の間で有意

な回帰式が得られた種．

面9.2．RelationShipbetweenmigmtionvariables

andyeaI電inautumnperiod・RegrEssionlines

aredrawnfOreachspeciesonlywhenthe

resultsweresignincant．
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って春の渡りでは，繁殖に好適な時期に繁殖地に到着するために，中継地への到着時期が

遅くなった場合，滞在期間を短くすることによって中継地からの出発時期を一定に保って

いるのではないかと考えられた．

一方，秋期では変動の大きい種が多く，特に終認日，最終日，連続出現日数，全出現日

数でその傾向が強かった（表２)．また，いずれの種も初認日や初日の変動に対し終認日や

最終日が変動するような有意な相関は認められなかった（表１)．出現日数については飢全種

の平均連続出現日数と全出現日数ともに春期に比べ秋期の方が有意に多かった（連続出現日

数：春期；２２．０±9.8(SD)，秋期；55.8±35.4,r＝6.82Ｐ＜0.0001．全出現日数：春期；

25.5±8.4,秋期；62.8±34.7,ｔ＝6.82Ｐ＜0.0001)．これらの結果から，秋の渡りでは中

継地の出発時期を一定に保ってはいないと考えられ，越冬地への到着時期は春の渡りに比べ

て限定されていない可能性が考えられた．また，秋の渡りでは，若鳥が成鳥より遅れて中継

地へ到着する傾向があるため（Meltoftel996,Meissnerl997)，出現日数が春期より長くな

ったと考えられた．

表2．各種の渡りに関する変数の平均値および標準偏差．春期は1991年～1997年、秋期は1990年～1997年
まで．（）内はサンプル数、［］内は最小値と最大値．

Table２．Mean士SDofmigrationvariablesinsprmgandautumnperiodofeachspecies､Usingdata
ofspringandautumnperiodfmm1991-1997,199O-1997respectively、ParEnthesesindicatesample
sizesandbracketsindicaterange．

種名

PeriodSpeCieS

初浬日
ＦｉｒＢｔ

⑪b雲watiOn
date

終遡日
Ｉａｓｔ

⑪b聖rvation

date

初日最終日

FirstdateofIaStdateof

Stayingperiodstayingperiod

春期
●

sPnng

メダイチドリ４/１２±９(7)
ChmZzdri砥mmlgpIusI3/27出4/221
キヨウジヨシギ４/２３±５(7)
Aだ”池加陀巾溶１４/165/１１
トウネン４/２４±７(7)
C'胆riSrmリ？､"ｉｓＩ４/14-5/4］
ハマシギ４/１６±６(7)
C・ﾛ城”【4/“/261
アオアシシギ４/２７士９(7)
7両〃解加gbHlhz函１４/2O5/191
キアシシギ４/２６±４(7)
HをfemscEI婚bｱ”jPesI4/18-4/301

5/26±６(6)

15/206/71

5/24±２(7)

15/205/261

5/２１±１(7)

【5/185/231

5/１９士１(7)

15/165/221

5/29士５(6)

15/23-6/6１

６/２±２(6)

15/30-6/5１

4/２２±６(7)

14/13-4/291

5/１±５(7)

14/2星5/81

4/２９土７(6)

14/18-5/101

4/27±６(7)
14/14-5/81

5/６±13(7)

[4/22-5/261

4/２８±１(7)

14/26-4/30｝

秋期メダイチドリ７/１５±３(7)９/２６±９(8)７/２０±８(8)

autumnGm切型堕一一睡12号7/型119/1浬ｑＩ７/12-7/23119/12-10/10117/12-8/４１

ムナグロ８/９±６(8)９/９士14(8)８/１０±４(6)

P1g璽‘I峻血I”１８/型/20118/２８/20118/109/27118/2-8/151

キヨウジヨシギ７/２４±３(8)９/９士３(8)７/31±９(8)
Ａ・加fe77ﾌ花ｓＩ７/17Ｗ29119/4-9/16ｌＩ７/26-8/221
アオアシシギ７/８±６(7)１１/24±14(7)７/１７士４(8)
、砿加胸nIzI6/2＆7/151111/8-12/22117/11-7/231

キアシシギ７/１６士４(7)１０/１±９(8)７/２０±３(8)

HEfemS9g控b'"ｳ，‘sI7/137/型１１９/16-型l71-I7/16F7/261
ソリハシシギ８/２±14(8)１０/１士16(8)８/８±６(7)
Ｘ師婚ciF1g7ms I7/10-8/271【8/27と10/18117/308/151

オグロシギ７/１７±８(8)１０/２７±18(8)７/29±12(8)
Ｌ”o麺Iimo” １７/11b8/４１１９/26-11/18117/158/201

5/２０±４(7)
15/14-5/281

5/２０±３(7)

15/155/241

5/２０±３(6)
15/14-5/231

5/１５±５(7)
15/呈5/221

5/２２土８(7)

15/11-6/21

5/３１±３(7)

15/28-6/5１

９/８±15(8)

１８/11-9/241

９/１０±10(6)

１８/269/201

９/６±６(8)
１８/24-9/111

11/１１±10(8)

110/2611/301

９/１８±４(8)
１９/109/231

９/１５士20(7)

18/14-10/181

１０/８±25(8)

１９/2-11/4］

連続出現日数

Ｄ哩璽tionof

stoPover

27.7±7.4(7)
115-361

19.1±7.5(7)

Ｉ10-291

18.3土11.1(7)

1,331

17.6±7.7(7)

I7b271

163士8.8(7)

１７b311

33.3±3.5(7)

128391

50.1±22.6(8)
I7-7U1

25.3±18.0(8)
Ｉ0-411

36.1±13.4(8)
18-471

116.9±12.7(8)

１９易1411

59.6±6.4(8)
【49-691

３３．１±25.9(8)

［0万１

７１．０士34.0(8)
【14-1071

全出現日数

噌織Ii:。
31.7±5.6(7)

I22-381

2Z3±5.6(7)

１１扉301

20.7±9.8(7)

【5-331

21.9±7.7(7)

114-351

21.9±6.9(7)

19-311

34.4±3.4(7)

［30-391

５６．４±17.4(8)

122-731

２６．９士16.7(8)

｛1-441

３９．５士10.3(8)

［20521

122.6士11.3(8)

1109-1431

６４．８士6.8(8)
155.731

４１．５士23.7(8)

11-781

８４．６±26.2(8)

126-1101
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要約

1.東京港野鳥公園で1990年から1997年に観察されたシギ・チドリ類９種について，日々の観察記

録を分析することによりどのようなことがわかるか試みた．分析には初終認日の他に，連続出現

期間も用いた．

2.初終認日が経年変化している種が４種あることがわかった．また，連続出現期間の分析では経年

変化している種が３種あり，これらは初終認日が経年変化していた種とは別の種であることがわ

かった．

3.春期と秋期を比較すると，春期の終認日や最終日などの変動が秋期に比べて小さかったことから，

春期では繁殖地への到着期限に間に合わせるため中継地での滞在期間を調整していることが示唆

された．また，秋期の出現日数は，春期に比べて有意に多かった．これは，若鳥が成鳥より遅れ

て中継地へ到着する傾向があるためと考えられた．
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Anexperimentofanalyzingmigrationperiodofshorebirdsbydailyobservation

record：'Ihecasestudyof'IbkyoPortWildBirdPark．

YUtakaKobayashi＆EikoHayashi

TbkyoPortWildBirdPark3-1Tbukai,Ota､ku,Tbkyol43-0001,Japan

Wemadeatrialanalysistoshowthetendencyinthemigmtionperiodofnineshorebird

speciesobservedatTbkyoPortWildBirdParkbyusingthedailyobservationrecorddata(1990

-1997).Weused6migrationfactoIsfbrspringandautumnperiod;thenmstobservationdate,the

lastobservationdate,thefimstdateof‘‘stayingperiod'，,thelastdateof"stayingperiod，，,dumtion

ofstopoverbandtotaldaysobserve｡.“Stayingperiod，'isthepeIiodthatthespecieswasobserved

almosteveryday・

Relationshipsbetweenyearandsomemigmtionvariablesweresignificantinsomespecies

usingsimplelinearregTessionanalyses，Ithasbeenunderstoodthatfirstdateandthelast

datethatthespecieswasobservedwerechangedannuallyin4species，Inaddition,fmstdateof

stayingperiodandlastdateofstayingperiodwerechangedannuallyinanother3species・

Variationoflastdatethespecieswasobservedandlastdateofstayingperiodofallspeciesin

spnngperiodwassmallerthanthoseofautumnperiod・Itsuggeststhatinsprmgperiod，

shorEbirdsadjuststayingperiodatthestopoversiteinordertoarriveatanoptimumtimeon

northembreedinggrounds・

Inautumnperiod,meandaysofstayingperiodandnumberofdaysthebirdsweIもobserved

werelongerthanthoseofspringpeliodltseemsthatthiswascausedthatmostjuveniles

migmtelaterthanadults．
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